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◆Meetの機能（画面の操作・変更について）
夏休みに入りました。オンライン登校日や研修等を実施する学校もあるのではないでしょうか。

今回はGoogle Meet機能の中で授業等で活用できる便利な機能をご紹介します。

◇画面共有

自分のモニターの画面を相手に見せることができま

す。「画面共有」ボタンより設定できます。

「Chromeタブ・ウィンドウ・画面全体」の中から必要な
範囲を選択し、下部の共有ボタンをクリックしてくださ

い。

※Chromeタブ・ウィンドウ
　　タブやウィンドウを動かしても

　　その画面を維持してくれます。

※画面全体
　　画面全体を映します。複数のウィンドウ

　　を同時に映すことができます。

◇ビジュアルエフェクト

自分以外をぼかしたり、ユニークな背景を設定するこ

ともできます。

「その他の設定」ボタンより、「ビジュアルエフェクトを

適用」をクリックしてください。

画面右側に、様々なビジュアルエフェクトが表示され

ますので、その中から選んでクリックで適用します。解

除する際は、適用中のビジュアルエフェクトを再度ク

リックします。



◇ビジュアルエフェクトの適用例

背景をぼかす 古代遺跡の背景 室内の背景

◆Meetの機能（主催者機能やチャットについて）

◇チャット画面を開く

通話の補助として、テキストでチャットが可能です。

「メッセージの送信を全員に許可」の項目を切り替え

ることでチャットができないよう制限することも可能で

す。

◇主催者用ボタン

主催者用ボタンでは管理設定を行うことができます。

全体の「画面共有・チャット・リアクション」の許可設

定、また全員のマイクやビデオを

OFFに設定することも可能です。


